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ユーザーズガイ ド
AXIS T92E ハウジングシリーズ

AXIS T92E05 保護ハウジング

AXIS T92E20 屋外用ハウジング



法律上の注意事項
ビデオまたは音声監視は法律によって禁止されて
いる場合があ り、 その内容は国によって異なり ま
す。 本製品を監視用途でご利用になる前に、 ご利
用頂く地域の法律を確認して ください。

商標
Apple、 Boa、 Bonjour、 Ethernet、 Internet Explorer、
Linux、 Microsoft、 Mozilla、 Netscape Navigator、
OS/2、 Real、 SMPTE、 QuickTime、 UNIX、 Windows、
WWW は各社の登録商標です。 Java およびすべて
の Java 関連の商標およびロゴは、 米国およびそ
の他の国における Sun Microsystems Inc. の商標ま
たは登録商標です。 Axis Communications AB は Sun 
Microsystems Inc. とは無関係です。 UPnP™ は、UPnP 
Implementers Corporation の商標です。

電波に関する適合性 (EMC)
本装置は無線周波数を発生および使用し、 また放
射する可能性があるため、 指示通りに設置および
使用されていない場合は、 無線通信に有害な妨害
をもたらす恐れがあ り ます。 ただし、 特定の設置
で妨害が生じないとい う保証はあ り ません。
本装置がラジオまたはテレビ受信機に対して有害
な妨害を招き、 本装置の電源の入 / 切を行う こ と
によって本装置が原因である と確認できた場合
は、 次の 1 つまたはそれ以上の措置にしたがって
妨害を是正して ください。 受信アンテナの方向ま
たは位置を変更する。 本装置と受信機の間隔を広
げる。 本装置を、 受信機が接続されているものと
は異なるコンセン トに接続する。 販売店または経
験を積んだラジオ / テレビ技術者に相談する。 
EMC 基準に準拠するには、 本装置と一緒にシー
ルド付き  (STP) ネッ ト ワークケーブルを使用する
必要があ り ます。 
米国 - 本装置は FCC 基準のパート 15B に基づき、
ク ラス B コンピューターデバイスの規定範囲に
準拠しているかど うかの審査を受け、 認証済みで
す。 FCC 基準のパート 15B は、 装置を商業環境内
で作動させた場合、 干渉などから適度な保護を提
供するよ うに設計されています。 居住地区での本
装置の動作は干渉を引き起こす可能性が高くな り
ます。 その場合、 ユーザーは干渉をな くす措置を
自費で行わなければなり ません。 
カナダ - このク ラス B デジタル装置は、 カナダ
の ICES-003 に準拠しています。

ヨーロッパ -  本デジタル装置は、 EN55022
の規定範囲 B に準拠した放射妨害波に関する要
件、 また居住地および商業地域での EN55024 の
規定範囲に準拠した耐性に関する要件を満たして
います。

日本 - この装置は、 情報処理装置等電波障害自
主規制協議会 (VCCI) の基準に基づく ク ラス B 情報
装置です。 この装置を家庭環境でラジオやテレビ
受信機に近接して使用する と、 無線妨害を引き起
こすこ とがあ り ます。 取扱説明書にしたがって正
し く設置し、 使用して ください。 
オースト ラリア - この電子機器は、 無線通信 (
電磁適合性 ) 基準 AS/NZS CISPR22 の要求を満たし
ています。
安全
EN 60950-1 (IEC 60950-1) Safety of Information 
Technology Equipment ( 情報処理装置等の安全規格 ) 
に適合しています。

装置の改造
本装置は、 必ず本書やユーザーズマニュアルの手
順にしたがって設置および使用して ください。 本
装置には、 ユーザーが交換や修理を行える部品は
含まれていません。 無許可で装置を変更した り、
改造した り した場合、 適用されている規制証明や
認可がすべて無効にな り ます。

責任
本書の制作には細心の注意を払っていますが、 不
正確な記述や脱落、 乱丁または落丁を見つけられ
た場合は、 最寄りの Axis 事業所までご連絡くだ
さい。 また Axis Communications AB は、 技術的な間
違いや誤字 • 脱字などに対して責任を持たず、 予
告なく製品や文書の記載内容に対して変更、 修正
を行う権利を保持します。 Axis Communications AB
は、 本書に含まれる内容について、 商用性および
製品の特定用途に対する適性についての黙示的な
保証を含め、 一切保証を行いません。 Axis 
Communications AB は、 この資料の提供、 パ
フォーマンス、 使用に関連した付随的または結果
的な損害に対して責務および責任を負いません。

RoHS
本製品は、 欧州 RoHS 指令 (2002/95/EC) お
よび中国 RoHS 指令 (ACPEIP) に準拠してい
ます。

WEEE 指令
欧州連合では、 電気および電子装置廃棄
物についての指令 2002/96/EC (WEEE 指令 ) 
を導入しました。 この指令は、 欧州連合
加盟国に適用されます。 本製品またはそ
の資料の WEEE マーク  ( 右側を参照 ) は、 家庭のゴ
ミ と 一緒にこの製品を捨ててはならないこ と を示
しています。 人間の健康および / または環境への
害を防止するために、 本製品は承認を受けた環境
的に安全なリ サイク ルプロセスで処分するこ と が
必要です。 本製品を正しく 処分する方法について
詳しく は、 製品のサプライヤーまたはご使用地域
でのゴミ 処理を担当する地域当局にご連絡く ださ
い。 業務ユーザーの方は、 本製品の正しい処分方
法について、 製品のサプライヤーまでご連絡く だ
さい。 本製品は、 他の産業廃棄物と 混合しないで
く ださい。

サポート
技術サポートが必要な場合は、 Axis 製品の販売店
にお問い合わせください。 Axis 販売店がお客様の
ご質問にすぐに回答できない場合は、 適切な部門
に転送し、 早急に回答いたします。 インターネッ
ト をご利用の場合は、 次のこ とが行えます。
• ユーザーズマニュアルやファームウェアの更新
をダウンロードする。

• FAQ データベースで問題の解決方法を見つける。 
製品別、 カテゴ リ別、 または語句を使用して検
索する。

• 専用サポートエ リ アにログインして、 Axis サポー
ト に問題を報告する。
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安全確保
製品をインス トールする前に、 本インス トールガイ ドをよ くお読みください。 インス トールガイ

ドは今後参照するために保管しておいてください。

警告 !
• Axis 製品を輸送する場合には、 製品の損傷を防ぐために元の梱包または類似した梱包を使用

して ください。

• Axis 製品を保管する際には、 乾燥した換気のよい環境で行って ください。

• 製品が損傷する可能性があるため、 振動、 衝撃または強い圧力に製品がさ ら されないよ うに

し、 カ メ ラを不安定なブラケッ ト 、 不安定な場所や壁、 振動する場所や壁に取り付けないで

ください。

• Axis 製品を取り付ける際は、 手動工具のみを使用して ください。 電動工具を使用した り、 過

剰な力をかける と製品が損傷するこ とがあ り ます。

• 化学薬品、 腐食性の物質、 エアゾールク リーナーは使用しないでください。 清掃する場合には

湿った布を使用して ください。

• 製品の技術仕様に準拠したアクセサ リーのみを使用して ください。 このよ う なアクセサ リーは

Axis またはサードパーティから購入できます。

• Axis が提供または推奨する交換部品のみを使用して ください。

• 製品を自分で修理しないでください。 修理に関しては Axis または Axis 販売店にお問い合わせ

ください。

重要 !
• 本 Axis 製品は、 お使いになる国 ・ 地域の法律および規制にしたがって使用して ください。
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AXIS T92E05/T92E20 ユーザーズガイ ド  

このユーザーズガイ ドでは、 AXIS T92E05 保護ハウジングおよび AXIS T92E20 屋外用ハウ
ジングをインス トールする手順について説明しています。

カ メ ラをネッ ト ワークにインス トールするには、 カメ ラに付属のインス トールガイ ド
を参照してください。 カメ ラについてのその他の情報は、 カメ ラに付属の CD または
Axis のホームページ (www.axiscom.co.jp) で入手可能なユーザーズマニュアルでご覧いた
だけます。

インストール手順

1. 下のリ ス トで、 パッケージの内容を確認してください。

2. ハードウェアの概要。 6 ページを参照してください。

3. ハードウェアの設置。 7 ページを参照してください。

パッケージの内容

品目 モデル / 型 / 説明

ハウジング AXIS T92E05/T92E20

壁面ブラケッ ト 内部ケーブルチャンネル付き壁面ブラケッ ト

ネッ ト ワークケーブル ガスケッ ト付き屋外用ネッ ト ワークケーブル 5 m
IP66 用 M20 ケーブルグランド  (3 個 )

工具 トルクス T20 ド ラ イバー

六角レンチ

ホルダー取付キッ ト 安定用ねじ

カメ ラ用ねじ と ワ ッシャー

印刷物 AXIS T92E05/T92E20 ユーザーズガイ ド  ( 本書 )
穴あけテンプレート

Axis 保証書

オプシ ョ ンのアクセサ

リー

電源用アクセサリー、 製品についての資料、 インス トールツールお

よびその他のソフ ト ウェアについては、 www.axiscom.co.jp を参照し

て ください。
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ハードウェアの概要

ケーブルカバー

ボ ト ムカバー用ねじ  

ケーブルカバー用ねじ

ケーブルホール

安全ワイヤタブ

ネッ ト ワークケーブル ( 壁面ブ

ブラケッ ト調節用ねじ

ラケッ トの中を通して配線 )

ガスケッ ト

ブラケッ ト アダプタ

ブラケッ ト アダプタねじ  

ネッ ト ワークコネク タ

イ メージ例 ： AXIS T92E20 屋外用ハウジング

サンシールドの調節
ねじ  (2 本 )

警告 ! 
熱くなっている

ヒーター
ネッ ト ワークケーブル

I/O ケーブル

ホルダー

ホルダーねじ  (2 本 )

カメ ラ用ねじ と ワッシャー

安定用ねじ

サンシールド と ト ップカバー

ボ ト ムカバー

壁面ブラケッ ト

可能性があ り ます

(4 本 )

(2 本 )

(4 本 )
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ハードウェアの設置

ネッ トワークケーブルを準備する

付属のネッ ト ワークケーブルは、 いくつかの方法で接続できます。 一つの方法は、 マウ
ン ト済みのゴムガスケッ ト付きのケーブルをそのまま使用するこ とです。

二番目の方法では、 付属のプラスチッ ク製 M20 ケーブルグランドを使用します。 これ
は、 IP66 規格に準拠するために使用するこ とが必要です。 他のケーブルグランドを使用
する と、 浸水が生じてカメ ラが損傷するこ とがあ り ます。 

付属のケーブル以外のケーブルを使用する場合には、 ガスケッ ト付きのシールドネッ
ト ワークケーブルを準備する必要があ り ます。 付属のガスケッ トにケーブルを注意深く
押し通し、 ネッ ト ワークコネクターに接続します。 場合によっては、 付属のド ライバー
でガスケッ トに穴を開ける必要があ り ます。

注意 ：

• ネッ ト ワークコネク ターをガスケッ トに無理に押し入れないでください。 
• ナイフその他尖ったものでガスケッ トに穴を開けないでください。

• シールドネッ ト ワークケーブルを使用してください。
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カメラをハウジングに取り付ける
1. ボ ト ムカバーのねじを緩めて、 ト ップカバーを取り外します。

2. ホルダーのねじを緩めて、 ホルダーを取り外します。

3. 以下の図と表の通りに、 ねじ と ワ ッシャーでカメ ラ とホルダーを固定します。 安定

用ねじを軽く締め、 カメ ラのねじを 2 Nm まで締めます。 ねじを締めすぎないよ う

にご注意ください。 

カ メ ラのモデル AXIS T92E05/AXIS T92E20 AXIS T92E20

ホルダーの位置とファスナー I/O ケーブ

ル

Cold Startup Delay 
( コールド スター

ト遅延 ) 

無 オフ  (O)

有 オフ  (O)

有 オン  (I)

イ メージ例： AXIS M1114 ネッ ト ワークカメ ラ と AXIS T92E05 保護ハウジング

AXIS P1343 ネッ ト ワークカ メ ラ と AXIS T92E20 屋外用ハウジング
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4. 該当する場合は、 屋外用ハウジングに取り 付け済みネッ ト ワークケーブルと I/O ケー

ブルをカメ ラに接続します。 10 ページの図と 8 ページの表を参照してく ださい。

5. ボ ト ムカバーにホルダーを装着し、 位置を調節します。 カメ ラのレンズとプラス

チッ ク製内部ハウジングの前方の端との間に約 5 ～ 10 mm の距離をあけ、 ウ ィン

ド ウがレンズに傷を付けないよ うに ト ップカバーを装着できるよ うにします。

6. ねじを締めます。

7. 必要な場合は、 SD カード  ( 別売 ) を SDHC (Secure Digital High Capacity) カード スロッ ト に

挿入します。 
 カメ ラ内に画像を保存するには、 標準または大容量の SD カード が必要になり ます。

8. 該当する場合は、 Cold Startup Delay ( コールドスタート遅延 ) スイ ッチを正しい位置

に設定します。 8 ページと  Cold Startup Delay ( コールドスタート遅延 ) スイ ッチ , 
ページ 11 の表を参照して ください。 .

壁面ブラケッ トの取り付け

1. 壁面ブラケッ ト を取り付けるために、 付属の穴あけテンプレート を使用して壁面ま
たはポールを準備します。

2.  ハード ウェアの概要 , ページ 6 の壁面ブラケッ トの図にしたがって、 壁面ブラケッ

トにネッ ト ワークケーブルを通します。 カメ ラに接続するために、 約 30 cm のケー

ブルを残しておきます。

3. 壁面またはポールに壁面ブラケッ ト を取り付け、ねじやプラグが取り付け先の材質 
( 木材、 金属、 石膏ボード、 石材など ) に適しているこ とを確認します。

カメラをブラケッ トに取り付ける

1. ケーブルカバーのねじを緩めて、 ボト ムカバーからケーブルカバーを取り 外します。

2. カメ ラをボ ト ムカバーと と もにブラケッ トに取り付け、 ブラケッ ト アダプタねじを
締めます。

3. ボ ト ムカバーの穴の 1 つからガスケッ ト を取り外します。 6 ページと 10 ページの

図を参照してください。

4. 穴を通してケーブルを配線し、 ケーブルガスケッ ト を穴に取り付けます。   

ネッ ト ワークケーブル
( 壁面ブラケッ トの中を通して

イ メージ例： AXIS P1343 ネッ ト ワークカ メ ラ と AXIS T92E05 保護ハウジング

配線 )
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5. ケーブルカバーを取り付けて、 ケーブルカバー用ねじを締めます。

6. カメ ラをネッ ト ワークにカメ ラを接続します。 ハウジングのタイプに合わせて、 カ

メ ラまたはハウジングのネッ ト ワークコネクターにネッ ト ワークケーブルを接続し
ます。 9 ページおよび 10 ページの図を参照して ください。

7. 該当する場合は、 ステータスインジケータが正しい状態を示しているこ とを確認し
てください。 詳細については、 12 ページの表を参照して ください。 ステータスイン

ジケータは通常動作中は消灯するよ うに設定できます。 

8. ブラケッ ト調節用ねじを緩めてカメ ラを対象物に向け、 カメ ラ付属のインス トール
ガイ ドの手順にしたがってカメ ラの焦点を合わせます。

ネッ ト ワークケーブル

I/O ケーブル

イ メージ例： AXIS P1343 ネッ ト ワークカメ ラ と AXIS T92E20 屋外用ハウジング

ケーブルカバー

ケーブルカバー用

ケーブルホール

ボ ト ムカバー

壁面ブラケッ ト

ブラケッ ト アダプタねじ

ブラケッ ト調節用ねじ

ねじ  (2 本 ) (4 本 )

ケーブルホール

ネッ ト ワークコネクター (PoE IN)

アラーム出力

Cold Startup Delay ( コールドスタート遅

インジケータ

ネッ ト ワークコネクター 

ボ ト ムカバー

イ メージ例： AXIS T92E20 屋外用ハウジング

延 ) スイ ッチ ( 以下の文を参照 )

(PoE OUT)
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9. ト ップカバーを持ち、 安全ワイヤをボ ト ムカバーのタブに取り付けます。

10. ト ップカバーを取り付けます。 対角線上のボ ト ムカバー用ねじを各数回ずつ回し

て、 すべてのねじをしっかり締めます。 これによ りボ ト ムカバーガスケッ トが均等

に押し付けられます。 最初からねじを完全に締め付けないでください。

11. サンシールド調節用ねじを緩めて、 サンシールドを必要な位置に調節します。

関連情報

IP アドレスの設定、 パスワードの設定、 ビデオス ト リームのアクセスについては、 カ
メ ラ付属のインス トールガイ ドを参照してください。 インス トールガイ ドは、 Axis の
ウェブサイ ト www.axis.com から入手できます。

Cold Startup Delay ( コールドスタート遅延 ) スイッチ

AXIS T92E20 は、 Arctic Temperature Control ( 極寒コン ト ロール ) 機能を搭載しています。
Cold Startup Delay ( コールドスタート遅延 ) スイ ッチを I ( オン ) に設定する と有効にな
り ます。 有効にする と、 この機能は、 気温が 0°C 未満の場合に停電後にカメ ラが再起
動する と き、 カ メ ラがまず 0 °C に温められてから初期化されるよ うに制御します。 こ
の機能は、 可動部品のあるカメ ラモデルの損傷を防ぎます。 

注意 ：可動部品のないカメ ラでは、 この機能が不要であるため、 スイ ッチを無効にして くだ

さい。 8 ページの表を参照してください。

イ メージ例： AXIS M1114 ネッ ト ワークカ メ ラ と AXIS T92E05 保護ハウジング
AXIS P1343 ネッ ト ワークカ メ ラ と AXIS T92E20 屋外用ハウジング



12 AXIS T92E05/T92E20 ユーザーズガイ ド
ハウジングエレク ト ロニクスのステータスインジケータ  ( ファン

/ ヒーター )
インジ

ケータ

色 説明

電源 緑色 OK

緑色に点滅 1 回点滅 ： ヒーターエラー

2 回点滅 ： ファンエラー

3 回点滅 ： 一般的なエラー

注意 ： アラームイベン トはカ メ ラの入力ポート を通して ト リ ガされま

す。 カメ ラ付属の CD または Axis のホームページ (www.axiscom.co.jp) か
ら入手可能なユーザーズマニュアルを参照して ください。 スペアパー

ツやト ラブルシューティングについては、 Axis 販売店までお問い合わ

せください。





ユーザーズガイ ド Ver.1.00

AXIS T92E ハウジングシ リーズ 印刷日 : 2011 年 5 月
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